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平成３０年度学校アンケートの結果について

２学期も最終週となりました。子どもたちは寒さにも負けず、毎日元気に学校生活を送

っています。保護者の皆様におかれましては、日頃より本校の教育活動にご協力、ご理解

をいただきまして、ありがとうございます。

さて、先日ご協力いただきました学校アンケートの結果につきまして、お知らせいたし

ます。アンケートの結果を分析し、３学期からの教育活動に反映させていきます。さらに、

保護者の皆様お一人お一人のお考えをしっかりと受け止めて改善を図り、次年度の教育活

動がより充実するよう、役立ててまいります。今後とも、ご意見、お気づきの点などがご

ざいましたら、ご遠慮なくお聞かせいただければ有難く思います。

なお、この結果につきましては、12月１３日に開催されました、学校理事会でも報告

させていただきました。

１ 学校や学級で楽しく過ごしていると思いますか。

「そう思う」「どちらかというとそう思う」の合計は児童･生徒が９３％、保護者は
９７％に達しており「楽しく過ごせている」という評価を得ている。

２ 学習内容を理解できていますか。

「そう思う」「どちらかというとそう思う」の合計は児童・生徒が９７％、保護者で
は９３％に達しており、「学習内容を理解できている」という評価を得ている。しか
し、教師は全員が「どちらかというとそう思う」と回答していることから、児童生徒
の理解に対して、さらに定着させる必要があると考えていることがわかる。

３ 友だちと仲良く協力して活動していると思いますか。

保護者は「そう思う」「どちらかというとそう思う」が９６％に達している。児童
生徒は７４％が「そう思う」と回答しており、昨年度の５７％より数値が上がった。
また、昨年度は１５％をしめていた「どちらかというとそう思わない」「そう思わない」
の数値も５％に減少した。本年度からいじめや交友関係に関するアンケートを実施し、
その後に教育相談を行ったことや、教育相談員を配置したことが、効果的であったと
考えられる。一層のきめ細やかな支援を続けたい。

４ 進んで健康づくりや体力づくりに取り組んでいますか。

児童生徒の「どちらかというとそう思わない」「思わない」が１２％と、昨年度の
４％より大きく増加している。一方で教師は、「思う」「どちらかというとそう思う」
が７８％と昨年度の６６％より良い結果となっている。
双方のとらえ方に差があることが気になった。教師は健康づくりや体力づくりの取

り組みが前年度より改善されたと受け止めているものの、子どもたちはもっと体を動
かして体力をつけたいと考えているようである。保護者の改善意見の中でも、もっと
子どもたちに体力作りを推進してほしいという意見が多かった。小学部だけでなく中
学部でも実施してほしい、縄跳びの他にも、持久走などを取り入れてほしい、という
意見が複数あった。委員会活動と関連づけるなど、子どもたちの意見を取り入れた体
力作りを提案したい。

５ 学習面・生活面での相談に応じていると思いますか。

三者ともに「そう思う」「どちらかというとそう思う」が昨年度よりかなり減少し、
「どちらかというとそう思わない」「そう思わない」が大きく増えてしまった。教師
自身も１４％が「どちらかというとそう思わない」と回答していることは、もっと相
談にのらなくてはならないと、認識していることになる。教師は普段から児童生徒が
相談しやすい雰囲気作りを心がけていく必要がある。

６ 学校は、子どもの実態に応じた授業改善・工夫をしていると思いますか。

保護者は「どちらかというとそう思わない」「そう思わない」が１６％、教師も２１
％と、昨年度と比較すると倍増している。次の７の質問の結果と併せて、深刻に受け止
め、直ちに対策を講じる必要がある。
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７ 一人一人にきめの細かい指導を心掛けていると思いますか。

保護者の「そう思う」「どちらかというとそう思う」の数値が、昨年度の９１％か
ら７８％に大きく落ち込んでしまった。「どちらかというとそう思わない」「そう思わ
ない」も保護者が２２％、教師が２９％と回答していることは見逃せない。

質問６の回答と併せてこの結果を肝に銘じ、自分たちの授業や学級経営等を省みた
い。『教師は授業で勝負する』を念頭に置き、授業の準備をしっかりと行い、子ども
たちに分かる授業を展開できるよう、授業力の向上を目指したい。

８ 学校・学級の方針がわかりやすく伝わっていると思いますか。

保護者は「そう思う」「どちらかというとそう思う」で８７％、教師も８６％と、
一定の評価は得ている。しかし、「どちらかというとそうと思わない」もそれぞれが
１３％、１４％と回答しており、これも昨年度の結果と比較すると倍増している。
学校・学級の方針を懇談や学級通信、学校だより等でより明確に伝えていくことが

必要と考えられる。

９ 学校は、子どもたちの安全のために努力していると思いますか。

保護者は「そう思う」「どちらかというとそう思う」で１００％に達しており、高
い評価を得ている。今後も継続して児童生徒の安全に努めたい。

１０ 学校は、特色ある教育活動を積極的に行っていますか。

保護者、教師ともに「そう思う」「どちらかというとそう思う」で高い評価に達し
ている。現在の特色ある教育活動を継続していくとともに、更に充実させていきたい。

【 その他の意見や要望等 】

○丁寧な指導が有り難い。安心して学校に通えている
楽しく通学している。等 （１７名）

○オランダならではの交流学習や校外学習をこれからも継続してほしい （１６名）

●運動不足の心配 （６名）
・運動の機会をもっと増やしてほしい

・持久走などを取り入れてほしい

・中学部においても小学部のような体力作り週間を設定してほしい

●友人関係について（２名）

●学習について （１２名）

・フリータイムや昼休みを課外学習や少人数指導の時間に使ってほしい（２名）

・定期テストの結果が思わしくなかった生徒や転入生に対して、補講をしてほしい

・宿題を増やしてほしい（５名）

●EL、NL、英語の授業に関して （１５名）
・授業中の教師の発言について（８名）

・授業内容や課題の提示方法について

・外国語、外国語活動の内容改善について（６名）

●その他の授業に対する意見等（１３名）

・楽しい授業をお願いしたい

・学習内容を正しく教えてほしい

・授業の遅れに対する不安

・児童生徒の授業態度に対する指導の徹底

●交流学習の受け入れの負担について、見直しが必要（３名）
●教員間の引き継ぎや新派遣教員へのサポート体制に対するご意見（３名）
●バスの運営について、児童生徒のトラブルがあった際は教員にも入ってほしい

今年の学校アンケートの結果では、全体的に、「どちらかというとそう思わない」の
回答が増えたことを、真摯に受け止め、児童生徒一人一人に目を配り、教職員一同、も
っと細やかな支援をしていく必要があると考えました。
特に学習、授業に関するご意見が多くありました。一つ一つを見直し、すぐに対応で

きるものは、直ちに改善を図りたいと思います。
外国語活動、外国語の授業におきましては、本年度から先取りして設置したわけです

が、本校児童の英語力の把握と、EL の授業との連携をさらに徹底し、効果的で魅力あ
る授業を展開できるよう、しっかりとした年間計画を作成します。

子どもたちが楽しく、安心して学校生活が送れるよう、教職員一同一丸となって努力

していく所存です。今後ともご理解、ご協力のほど、よろしくお願いいたします。


